
低
所
得
者
、
特
に
子
育
て
世
代

や
働
き
盛
り
に
重
い
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
民

請
願
の
提
出
に
賛
成
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
請
願
は
、
政
府
に
対
し

て
人
権
擁
護
法
案
の
早
期
制
定

を
求
め
る
も
の
で
す
が
、
多
く

の
問
題
点
を
持
っ
て
お
り
、
世

論
の
反
対
の
声
が
噴
出
し
て
い

ま
す
。
人
権
救
済
機
関
が
法
務

省
の
外
局
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

公
権
力
に
よ
る
人
権
侵
害
に
十

分
に
対
応
で
き
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
差
別
を
口
実
に
メ
デ
ィ

ア
の
介
入
・
規
制
の
危
険
性
が

あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
何

を
差
別
的
と
す
る
か
は
人
権
委

員
会
ま
か
せ
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
間
の
言
論
・
表
現
活
動

ま
で
規
制
の
対
象
と
さ
れ
か
ね

な
い
も
の
で
す
の
で
、
反
対
す

る
も
の
で
す
。
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予算額�事　項�

28,847本�庁�舎�新�エ�ネ�ル�ギ�ー�発�電�シ�ス�テ�ム�設�置�事�業�
40,089民� 間� 交� 番� 設� 置� 事� 業�
7,171住�民�票�等�自�動�交�付�機�設�置�事�業�

790,936上� 戸� 田� 川� 改� 修� 事� 業�
201,933環� 境� 空� 間� 整� 備� 事� 業�
114,209北�戸�田�駅�前�地�区�建�築�物�等�整�備�事�業�
2,299,405
73,606

2,000店�舗�改�修�工�事�支�援�事�業�

31,143（�仮�称�）�市�民�活�動�拠�点�施�設�整�備�事�業�

5,365電�子�申�請�・�届�出�事�業�

予算額�事　項�

48,045シ�ル�バ�ー�人�材�セ�ン�タ�ー�施�設�整�備�事�業�
14,475精�神�障�害�者�小�規�模�作�業�所�補�助�事�業�
10,000地�域�医�療�体�制�強�化�補�助�事�業�
5,006筋�力�ト�レ�ー�ニ�ン�グ�事�業�

69,128小�中�学�校�耐�震�診�断�委�託�料�
24,601小�中�学�校�耐�震�補�強�設�計�委�託�料�
48,205小�学�校�耐�震�補�強�工�事�
424,436小�学�校�単�独�給�食�調�理�事�業�

3,780住�宅�太�陽�光�発�電�シ�ス�テ�ム�設�置�事�業�

単位：千円�

保健・医療・福祉�

学校教育・生涯学習と文化�

都市基盤・生活基盤�

産業と労働�

市民参加と交流�

行政運営�環境と市民生活�

新曽第一土地区画整理事業特別会計事業�

新曽第ニ土地区画整理事業特別会計事業�

【
議
案
に
つ
い
て
の
討
論
】

重
度
の
身
体
障
害
者
に
と
っ

て
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
衛
生

と
健
康
で
生
き
る
こ
と
へ
の
保

障
で
す
。
市
は
こ
れ
ま
で
、
無

料
で
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、

平
成
１５
年
の
国
の
実
施
要
綱
の

改
正
に
よ
り
、
平
成
１７
年
度
か

ら
、
そ
の
負
担
基
準
に
合
わ
せ

て
有
料
化
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
あ
く
ま
で
、
国
の
示
し
た

負
担
基
準
で
あ
り
、
全
国
で
も
、

無
料
の
ま
ま
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

市
の
障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
と

更
な
る
努
力
を
お
願
い
し
て
反

対
す
る
も
の
で
す
。

身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
徴
収
金
は
、
国
の

方
か
ら
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
条
例
を
制
定
す
る
必

要
性
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
支

払
い
能
力
の
あ
る
利
用
者
に
対

し
て
、
応
能
の
負
担
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
低
所
得
者
に
対

す
る
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
本
条
例
案
を
当
て
は
め
て

も
、
す
べ
て
の
人
の
負
担
が
ゼ

ロ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
過
度

の
負
担
に
は
当
た
ら
な
い
た
め
、

賛
成
す
る
も
の
で
す
。

本
市
は
、
平
成
１７
年
度
に
初

め
て
「
枠
配
分
予
算
」を
導
入
し
、

枠
で
あ
る
予
算
額
自
体
が
適
当

で
あ
る
の
か
、
慎
重
に
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

反
対
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

漓
財
政
調
整
基
金
は
、
本
市
の

安
定
し
た
財
政
状
況
か
ら
考
え

れ
ば
２
億
円
も
の
積
み
増
し
を

す
る
必
要
は
な
く
、
市
民
要
望

の
財
源
と
し
て
生
か
す
べ
き
で

す
。

滷
行
政
評
価
に
よ
り
、
市
民
に

か
か
わ
り
の
深
い
事
業
が
廃
止

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
誰
の

た
め
の
評
価
な
の
か
が
問
わ
れ

ま
す
。

澆
商
工
振
興
費
に
つ
い
て
、
不

況
の
中
で
中
小
企
業
支
援
の
た

め
の
市
独
自
の
融
資
制
度
を
な

く
す
こ
と
は
問
題
で
す
。

潺
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
駐

車
場
有
料
化
は
、
市
民
の
憩
い

の
場
に
、
受
益
者
負
担
を
押
し

付
け
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
で

す
。

潸
保
育
園
に
お
け
る
給
食
調
理

は
、
子
ど
も
の
発
達
に
あ
わ
せ

た
調
理
を
行
う
調
理
員
の
存
在

は
重
要
で
す
が
、
コ
ス
ト
削
減

を
目
的
に
し
た
委
託
に
よ
り
、

結
果
と
し
て
経
験
と
技
術
の
定

着
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

澁
議
会
費
の
海
外
派
遣
旅
費
に

つ
い
て
、
任
期
中
に
全
議
員
を

派
遣
す
る
と
い
う
厚
遇
は
問
題

が
あ
り
ま
す
。

枠
配
分
予
算
を
編
成
し
、
財

源
の
有
効
活
用
を
目
指
し
て
努

力
し
た
こ
と
は
評
価
に
値
し
、

賛
成
す
る
も
の
で
す
。

漓
財
政
調
整
基
金
は
、
有
効
に

活
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
最
終
的
に
余
剰
金
が
発

生
し
た
場
合
は
、
基
金
へ
の
積

み
立
て
を
行
い
、
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
た
財
政
運
営
が
必
要

で
す
。

滷
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し
、

効
率
的
か
つ
有
効
な
行
政
運
営

に
努
め
て
い
く
こ
と
は
行
政
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。

澆
商
工
費
の
景
気
対
策
特
別
資

金
融
資
制
度
は
、
平
成
１４
年
度

以
降
、
新
規
貸
付
実
績
が
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の

保
証
協
会
付
き
の
制
度
で
対
応

で
き
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

潺
彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
駐
車
場
有
料
化
の
目
的
は
、

混
雑
緩
和
や
快
適
な
公
園
に
す

る
こ
と
に
あ
り
、
必
要
な
費
用

と
し
て
予
算
計
上
は
妥
当
で
す
。

潸
保
育
園
費
の
給
食
調
理
業
務

で
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
保
育
所
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
、
給
食
委
託
化
を
今
後
も

進
め
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

澁
議
会
費
の
海
外
派
遣
旅
費
は
、

国
際
交
流
と
し
て
、
市
民
の
代

表
の
立
場
で
姉
妹
都
市
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
は
必
要
と
考

え
ま
す
。

こ
の
間
、
滞
納
額
を
５０
万
円

か
ら
１０
万
円
に
引
き
下
げ
、
短

期
被
保
険
者
証
の
発
行
件
数
を

増
や
し
て
き
て
い
る
の
は
問
題

で
す
。
市
民
の
命
と
健
康
に
直

接
か
か
わ
る
問
題
だ
け
に
、
平

成
１７
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
増
や
し
、
国
民
健

康
保
険
税
を
納
付
で
き
る
金
額

に
引
き
下
げ
る
こ
と
や
、
市
独

自
の
減
免
制
度
を
制
定
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
反
対
す
る

も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
被
保

険
者
相
互
扶
助
の
精
神
に
立
脚

し
て
成
立
し
て
い
る
国
民
皆
保

険
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
生
命
・
健
康
を
守
る
た

め
に
、
護
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
制
度
で
す
。
滞
納
対

策
は
、
引
き
続
き
努
力
さ
れ
る

こ
と
が
、
本
制
度
を
堅
持
し
て

い
く
上
か
ら
重
要
と
考
え
て
賛

成
す
る
も
の
で
す
。

【
請
願
に
つ
い
て
の
討
論
】

政
府
は
、
安
心
で
き
信
頼
し

得
る
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
・
雇

用
も
見
据
え
た
景
気
・
雇
用
対

策
を
重
視
し
た
予
算
編
成
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済

の
持
続
的
・
自
律
的
回
復
が
実

現
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
た
が
っ
て
、
雇
用
対

策
と
地
域
活
性
化
を
重
視
し
た

政
府
予
算
編
成
を
求
め
る
も
の

な
の
で
、
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

日
本
経
済
、
国
民
の
暮
ら
し

を
立
て
直
し
て
い
く
上
で
も
、

今
こ
そ
中
小
企
業
対
策
費
の
抜

本
的
増
加
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
雇
用
対
策
の
強
化
、
中

小
企
業
基
盤
の
強
化
は
、
本
市

に
お
い
て
も
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
に
、
さ
ら
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な

い
重
要
な
課
題
と
考
え
、
賛
成

す
る
も
の
で
す
。

定
率
減
税
は
、
所
得
税
の
税

額
の
２５
万
円
を
限
度
に
２
割
を

減
税
し
、
消
費
の
拡
大
に
よ
る

景
気
対
策
を
目
的
と
し
て
平
成

１１
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、

導
入
さ
れ
た
当
時
と
経
済
状
況

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
基
礎
年
金
の
財
源

を
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
っ
て

確
保
す
る
こ
と
は
筋
が
違
い
ま

す
。
デ
フ
レ
経
済
の
脱
却
に
よ

り
景
気
回
復
が
さ
れ
た
と
き
、

抜
本
的
税
制
改
革
に
よ
り
廃
止

す
る
べ
き
も
の
で
す
の
で
、
賛

成
す
る
も
の
で
す
。

定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
は

所
得
税
、
住
民
税
を
支
払
う
す

べ
て
の
世
代
に
負
担
増
を
も
た

ら
し
ま
す
。
定
率
減
税
に
は
、

減
税
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
増
税
率
は
所
得
の

多
い
人
ほ
ど
少
な
く
な
り
、
中

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書

介
護
保
険
制
度
を
長
期
的
に

安
定
し
た
制
度
に
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
事
業
主
体
で
あ
る
地

方
に
過
大
な
財
政
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
、
国
及
び
政
府
に
お

い
て
財
源
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

制
度
運
営
に
係
る
基
本
的
事
項

に
つ
い
て
、
適
切
な
見
直
し
が

図
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
、
強

く
要
望
す
る
。

○
介
護
保
険
給
付
費
に
か
か
わ

る
国
庫
負
担
を
引
き
上
げ
、
調

整
交
付
金
に
つ
い
て
は
別
枠
で

措
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
調
整

交
付
金
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

介
護
費
用
総
額
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
施
設
入
所
者
数
等
を

勘
案
す
る
こ
と
。

「
人
権
侵
害
の
救
済
に
関

す
る
法
律
」の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書

国
及
び
政
府
に
お
い
て
実
効

性
の
あ
る
「
人
権
侵
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
」
を
早
期
に
制

定
す
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
強

く
要
請
す
る
。

漓
都
道
府
県
ご
と
に
地
方
人
権

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

滷
新
た
に
設
置
す
る
人
権
委
員

会
は
、
内
閣
府
の
外
局
と
す

る
こ
と
。

澆
人
権
委
員
会
に
は
、
女
性
問

題
や
障
が
い
者
問
題
な
ど
の
、

人
権
問
題
に
精
通
し
た
委
員

を
選
任
す
る
こ
と
。
ま
た
、

事
務
局
に
つ
い
て
も
、
人
権

問
題
に
精
通
し
た
人
材
を
独

自
に
採
用
す
る
こ
と
。

潺
人
権
擁
護
委
員
制
度
に
つ
い

て
は
、
抜
本
的
な
制
度
改
革

を
行
い
、
人
権
委
員
会
と
十

分
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地

域
で
の
効
果
的
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
２
件
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま

す
。
な
お
、
２
件
の
意
見
書
は
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
を

中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

日
本
共
産
党

花
井
　
伸
子
　
議
員

日
本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子
　
議
員

平
成
１７
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

雇
用
対
策
と
地
域
活
性
化
を
重

視
し
た
政
府
予
算
編
成
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

平
成
会

平
野
　
進
　
議
員

民
主
ク
ラ
ブ

馬
場
栄
一
郎
　
議
員

民
主
ク
ラ
ブ

高
橋
　
秀
樹
　
議
員

日
本
共
産
党

本
田
　
哲
　
議
員

日
本
共
産
党

本
田
　
哲
　
議
員

日
本
共
産
党

花
井
　
伸
子
　
議
員

「
人
権
侵
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
請
願

平
成
会

中
島
　
浩
一
　
議
員

日
本
共
産
党

望
月
　
久
晴
　
議
員

衆議院議長様�

参議院議長様�

内閣総理大臣様�

法 務 大 臣様�
　　　・�
　　　・�
　　　・�
　　　・�
　　　・�

提
出
さ
れ
た
議
案
等
の

審
議
の
最
終
段
階
で
、
議

案
に
対
し
て
賛
成
、
反
対

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

「
討
論
」
と
い
い
ま
す
。
今

定
例
会
の
最
終
日
に
、
次

の
議
案
や
請
願
に
対
し
て

討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
要

旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
会

中
島
　
浩
一
　
議
員

平
成
１７
年
度
　
一
般
会
計
予
算

身
体
障
害
者
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
徴
収
金
条
例


